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ウ ィー ン工房 と若 きデザイナー
JUNGWIEN一
濱野節朗/京都工芸繊維大学
1903年に設立 されたウ ィー ン工房 は,J.
ホフマン,K.モ ーザ,C.0.チェシュカら
ウィーンセセッションの中心的なメンバーで
運営されていた。のみならず,彼 らは工房の
主宰 と並行 してウィーン美術工芸学校で も教
鞭 をとりながら優れた後身の育成 をめざして
いた。そして工房の設立期 には彼 らの薫陶を
受 けた学生の中か ら優秀 なデザイナーが育 っ
ていた。 これらの学生 はまさに多感な青年期
をウィーンセセ ッシ ョンの真 っ只中で過 ごし
た世代でもあった。 この 「若 きデザイナー」
達 は,1880年か ら1890年にいたる十年間に誕
生 した世代で 「ウィーン様式」の正当なる後
継者 として工房の内外に位置 しなが らかつて
の師匠たるJ.ホフマ ンらの工房活動を支 え
たのである。
今 日,J.ホフマン,K.モーザ らの業績 は・
高 く評価され,か つ様々な角度か ら研究がな
されて我が国にも紹介されるようになったが,
工房の設立期 に活動を展開したこれら 「若 き
デザイナー」の仕事に関 しては必ずしも知 ら
れていない。それに比べて,ウ ィーン工房中
期から後期に華々しく活躍 した女性デザイナ
ー達の仕事 は,今日ではアールデコ期の一翼
を担ったことで も知 られ実際に多 くの出版物
に も紹介されている。彼女 らもまたウィーン
美術工芸学校でJ.ホフマンらの薫陶を受 け
たのであるが,も うひ とつ新 しい世代に当る。
彼 ら 「若 きデザイナー」 をJUNGWIEN
と命名 したの はダルムシュタッ トのA.コ
ッホである。A.コッホは当時、ヘ ッセ ン州
の著名な美術評論家であるとともに有名 な美
術工芸誌 「ドイッチェクンス ト ウント デ
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コラシオン」の編集をてがけ,設 立間 もない
ウイーン工房の仕事を多 くの頁をさいて紹介
していた。さらに彼は自らの叢書を企画出版
し美術工芸の振興 を図ってきたのだが,こ の
A.コッホ叢 書第12巻を一冊 ささげてウィー
ンの 「若 きデザイナー」の仕事を紹介 してい
る。
さらに,ウ ィーンでは美術工芸学校の校長
F.b.ミュルバ ッハが監修 したグラフィック
誌 「ディ フレッへ」に彼 らの仕事 を見るこ
とができる。 このグラフィック誌は美術工芸
学校の教授陣のみならず卒業生,在 校生の習
作 を掲載 した もので華麗な 「ウィーン様式」
を如実に示すものである。
当時 これ程の脚光を浴びた 「若 きデザイナ
ー」であるが 「ウィーン様式」の衰微 ととも
に歴史のかたすみに隠されていったようであ.
る。忘れ去 られた原因のひとつには,あ まり
にも強すぎるJ.ホフマンらの影響下にあっ
て没個性的な亜流 と見なされたためではなか
ろうか。しか し,今 日彼 らの仕事を細か く個
別に見てゆくと決して没個性 などではないこ
とに気づ くのである。ただ彼 らの うちの数名
に関 しては激変する時代,特 に第一次世界大
戦によって若い才能を伸ばす ことな く消えざ
るを得なかった不幸を指摘することができる。
実際には戦場で亡 くなった戦死者の他に,祖
国オース トリアの分裂によって消息不明 にな
った者や亡命せざるを得ない者 もあったので
ある。それに比べると,彼 らの次に続 く世代
は大戦後の平和な時代 にあっておおいに才能
を伸ばし華麗な仕事 を残 したのである。
今回の研究発表では,こ の 「若きデザイナ
一」の世代をとりあげ,かつ今日あまり知 ら
れていない作家を中心に個人別に紹介 した。
ウィーン工房の有名 な絵はがきシリーズに
強烈な個性をもって風刺の作風を残 しなが ら
も戦場に散ったM.ユ ング。同 じく,開戦間
も無い戦場に消 えたU.ヤンケは愛らしい作
風のポスターを残 している。さらに,後 の ド
イツ表現派を思わせるスキャンダラスな作風
のR.カルバッハ。逆 に,ほ のぼの とした作
風でウィーンの四季 を描いたC.クレネック
やK.シ ュエ ッツ。華麗 な花のスタイルを得
意 としたG.マリッシュやF.K.デラビラ。
後の工房 にあって後身の指導に当ったF.V.
ツユーロウ,A.ネハンスキーは ともにウィ
ーン美術工芸学校で も教鞭 をとりJ。ホフマ
ンを補佐 して いる。 と りわ けF.V.ツ ユー ロ
ウ は 日本 の形染 めの影 響下 に,切 り絵風 の作
風 で もってす ば らしいカ レンダーの シ リーズ
を残 して い る。F.ザ イマ ー とM.ケ ラー も
工 房 に残 り,特 にM.ケ ラーは ファ ッシ ョン
画の領域 で活躍 しなが ら彼女 に続 く女性 デザ
イナ ーの世 代 にイ ンス ピレーシ ョンを与 えた。・
その他,ポ ス ターや蔵 書票 に優 れた デザ イ ン
を残 したA.ク リンク,J.デ ィベ ッキー な ど
が揚 げ られ る。
なお,今 回 の発表 で は触 れなか ったが,今
日で は良 く知 られて い る0.プ レ ッシャー,
E.J.ウィマ ー,0.コ コシ ュ カ,D.ペ ッへ,
E.J.マル ゴル ド,K.ウ ィ ッツマ ン らもこの
世 代 にあた る。
今回の研究発表で作品 を紹介 したJUNGWIENの人々は下記のとお りである。
亭 行方不明
★ 戦 死
FRANZKARLDELAVILLA(6/12/1884^2/8/1967)
FRITZDIETL(19/10/1880～)る
JOSEFUDIVEKY(28/9/1887^-4/1951)
URUBANJANKE(12/2/1887^-1914)
MORIZJUNG(22/10/1885^-11/3/1915)
GUSUTAVKALHAMMER(16/6/1886^-30/4/1920)
RUDOLFKALVACH(22/12/1883^-13/3/1932)
ANIONKLING(26/11/1881^-21/9/1963)
CARLKRENEK(7/9/1880^-15/12/1948)
MELAKOHLER(18/11/1885^-15/12/1960)
GUSUTAVMARISCH(17/7/1887～)礁
ARNOLDNECHANSKY(17/3/1888--25/3/1938)
KARLSCHWETS(4/7/1888^-21/3/1965)
FRITZZEYMER(7/12/1886^-2/3/1940)
FRANZVONZLTLOW(15/3/1883.26/2/1963)
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